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はじめに

新しい年を迎え、わたくしたちの祖先が残してくれた文化財の調査に、職員一

同、心機一転、努力を続けたく思います。それと共に、多くの皆さんの御協力を

いただいて、遺構、遺物の解明に努め、祖先の生活行動の軌跡をさぐりたく思L

ます。埋蔵文化財の調査は、地下という特別な世界に存在するものなので、発掘

に際して細心の注意と技術、そして高い問題意識が要求されますので、みなさん

のご支援、御 協 力 を お 願 い申し上げます。所長勝見一覧

発掘調査の成果．、
③

昨年11、12月中に、7ヶ所で新たに調査が始まり、そして以前より実施し
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l盗装等遺跡の調査
8月から実施してきた益須寺遺跡の調査も12月2日に終了した。この間、新

聞やテレビで報道された総養芳蓑を発見するなど多大な成果を挙げることがで
きた。以下､その調査成果の概要を簡単に報告まる。．

3世紀後半頃に築造されたとみられる前方後方墳は全長27．4mの規模で、

まわりに幅1～4m､深さ4Ooa～1mの貰識§めぐる｡蓑荏あ錨二は削られて、
すでになくなっていたが、築造当時は高さ1～2mの盛土があったと考えられる。

県内では6例目の発見であり、当時の墓制を知るうえで重要な資料となろう。
たてあぼじゆうき土

墓域であったこの地も6世紀頃には集落として開発されたようである。竪穴住居

7棟､圭瑳2基､溝3条がこの時期の遺構である｡竪穴住居のうち3棟にはｶﾏ
ドが付設されていた｡遺物は多量の生飾器､壷意塞や瀧蕊諾選箪｡苗宝.書宝
が出土している。

7世紀後半~8世紀頃の遺構は毒笠鍵馳棟以上､竪穴住居1棟､土壌､溝
があり､遺物は箱筒開毒5枚をはじめ､大量の土器や瓦が出土した｡この地域は
｢百繕詫｣‘燃擢あ条に記載されている益須寺の寺域に比定されていて､検
出した建物群は益須寺との強い関係が予想される。

平安時代以降の遺構が急速に減少するのは、益須寺の衰退に関係するのである
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2寸彦齢渓童遺跡の調査1
9月中旬より着手した両遺跡の調査は、天候にも恵

まれて順調に進み、12月12日で完了した。調査の

成果は次のとおりである｡､・

杉江東遺跡では、旧河道を含め5条の溝を検出した・

東西方向の旧河道は、浜街道に近い調査区で田面下1．

2mより検出した。地山である黒色粘土は南へ行くに

したがって、徐々に高くなっている。この1日河道の埋

土は砂質土で､､そこから黒色土器､土師器、須恵器が

出土している。他の溝は田面より25～7Ocm程度下

驚識，“躍哀薯
大宮遺跡では田面から20cni下で東西方向の溝3条、

ピット8穴､土壌4基を検出した。（図参照)溝は幅

50～80噸蕊.深さ約8mを測り、残存状況は良くな

鰯主二錘欝零亨誉講呈三塞総
部が出土した。古墳時代前期と考えられる。

一方、南半は堆積状況が大きく異なっていた。耕土

下1mまでは撹乱されていたが、それ以下では暗灰色

粘、砂層、砂利層が堆積し、砂利層からは黒色土器、

土師器､須恵器の他､墨書土器1点2段Iこ重ねられ
淵秘や多数の木器が出土している｡・L
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淵秘や多数の木器が出土している。
‘0

－
・3震誘這跡画調査

吉身町元町交差点から南東へ約150mの地点で、個人住宅建設に先立ち発掘

調査を実施した。調査面積は約200㎡で12月13日に開始し、12月17日

に終了した。遺構は耕土、床土直下(-20cm)の明黄色シルトの地山で、土壌

8基､溝1条、柱穴を検出した。土壌には長径2m、短径1，5mを測る長方形

1基の他､楕円形を呈するものがある。埋土中から、多量の炭とともに弥生時代

中期末の土器が出土したbこの土壌を切って幅5Ocmミ深さ5cm程の溝を検出し

たが、:遺物は出土しなかった。柱穴は径50cm程の円形を呈し、中期末の弥生土

器が出土 した 。･ 』‐，…；・

この周辺の調査では、竪穴住居を多数検出しているが、今回の調査区では1棟

もみつからなかった事から、集落内部に空閑地のあうだごとが予想される｡･
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古高町の工業団地、日本マタイ株式会社工場の北東側に近接する水田地で､個
人住宅建設に先立ち、発掘調査を実施した。調査面積は約400㎡で、11月9
日に開始し、12月6日に終了した。

耕土､床土直下(-25cm)の明黄色シルトの地山で、遺構の検出を行った。
その結果､平安時代末頃の掘立柱建物､奈良時代の溝､弥生時代の芳諺筒蓋窒な
ど、各時代の遺構を検出した。掘立柱建物はSH-1が7間×2間以上の大規模
な建物で、SH-2は3間×1間以上の規模になる。建物の柱穴は1辺30～6
Ocmを測る方形で、深さ8Ocm以上掘られたものもある。その中から、柱を固定
するための20cm大の石が出土した他､平安時代末頃の土師器や綴総雲などが

－，‐’せ～令、、一÷ ■ 与 幸 4 全 戸

みつかった。SD-1は東西方向にのびる溝で､,SH-2に切られている。幅約
3m、深さ3Ocmを測り、断面は浅い逆台形。溝底からは奈良時代の須恵器､土

師器が少量出土した。sx-i～5は弥生時代の方形周溝墓であるbSX-1，

2はその一部を検出したのにすぎないがざ3～5は全体が分かるos-x-iの周

溝は最大幅が約4m、深さ8Ocmを測る。SX-3～5は溝の1辺を共有し、連

結している。SX-1に較べ、やや小型の周溝墓で、長方形状の台状部を有して

いる｡周溝内からは弥生時代後期末頃の齢蓋､婁鍵尊豊盲鮎義戦どの土
器が出土した。

以上の様に、各時代の遺構が重複する密度の高耐遺跡である:ことが分かった。
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5 緩主遺跡の忌a斗

横江町地先で、昨年 11月14-日から 12月8日まで雨水幹線排水路工に伴う

績江遺跡の発掘調査を実施した。現在建設中の「弥生の竪jから南東方向の県道

葉東・片岡線までの約300mの区間で、幅約5m、面積約 1500rrlを対象に

した。

下図のとおり、対象地に設けた8調査区に分けたうち、 I"，m区からは古墳時

代の土器を出土する旧河道がみつかった。全容は把握できなかったが、 「弥生の

里J造成工事に先立って実施された調査 (S58"'62、県教育委員会)でも、

この旧河道が検出されていて、相当な規模を有することがわかった。 N区より南

東には遺構の存在はなく、地表下約 1mの深さには自然造物〈植物茎根)の入っ

た黒色粘質土層が広汎に堆積して勺た。

みつかった旧河道は、現在は小河川に衰退している堺川がかつて野洲川主流だっ

た頃の支流の一つで、当地域はこのような支流が幾条も網目状に流れる荏草地暑

を形成していたと考えられる。中世以前、この低湿地帯の南端はよ古高古墳群、

予震遺跡が所在する古高町地先にまで及んでいたのであろう。古高古墳群は言う

までもなく、下長遺跡にしたところで人々が起居した生活跡は今のところみつかっ

ておらずー織にかかわる遺跡だと考えられている。集落跡としては、横江遺跡、

数蟹詣遺跡などの様に反対方向の当制国側の徴高地に占地している。中世以降

堺川の急速な高屋化、そしてそれに相関する土地6安定化が進むことによづて、

当地域にも集落が形成されるようになる。

今回の調査は、旧河道の検出と若干の出土にとどまったが、今は失われてしまっ

た!日地形を推察することができた。

償江町 ¥叉

/ 
弥生a旦〈昆設中〉

太.r~ 町.・

主な調査成果

鎌倉・古墳時代の溝

土旗・溝

弥生時代の方形周溝

調査期間〈予定〉

12s12日旬(88)3s31日

12ß19日~12月 23日

12月19.日一(88).lsI0日
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秋季特別展終る。．・・i毒素、.‐．‐‐．．．、

去る11月3日から27日までの期間開催しﾝこ秋季特別展

「古墳と埴輪」には多数の見学者がありました。守山で発見

された古墳と埴輪との関係や古墳が造られた時の様子を理解

していただくために開催したものです。今回展示した近江町狐塚古墳出土の家型

埴輪は、精密に作られていて古墳時代の住居の様子がよく分かりました。貴重な

資料をお貸しくださった近江町教育委員会にお礼申し上げます。

講演会「古墳とまつり」

11月13日には、奈良四条

古墳の発掘調査成果を中心に講

演会を開催しました。調査を担

当された西藤清秀氏の話に耳を

傾ける熱心な考古学ファンで、

当センター会議室は満員になり

まし大。‐

体験学習「古代の火おこしに挑戦」

・特別展期間中の土、日曜と

祝日に火おこしの体験学習を

開催しました。なかには30

分以上もかかって火を付ける

ことができた小学生など約8

0名の参加者のうち、9割以

上が成功し、祖先の生活の知

恵を体験しました。

IllllllllllllilllllllllllllilllllllllllillllllllllllllH

【後記】新春とはいえ、厳しい寒さはこれからです。古代の人は、どのよ

うにこの長くて寒い冬を過ごしていたのでしょう。ちょっと想像してみることに

しました。採光の悪い、しかし保温性の良い竪穴住居の中、中央に設けられた炉

を車座に囲んで、暖をとつ.ていたのでしょうか？意外に暖かかったかもしれませ‐

んね。父や母は来るべき春に備え、稲作や狩猟の準備に精を出し、子供は子供で、

自然の中での遊びにあれこれ思いをめぐらせ､やｶﾐて訪れる春を心待ちにしてい
たのでしょう。長い冬には有り余る会話の時間がありました｡親は子に《家族の

一員として－村の一員として何をすべきかを語り、また自然の中で生きて行くあ

らゆる知識を与えます。

現代入に較べ､豚親子の語らいの時間ははる･かに多かったのではないでしょうか‐
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